
様式第二号の八 (第ノ(条の匹lの五関係)

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第ザ項の規定に基づき、産業廃莱物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

幣ちヽl彰夕駐 産業廃梁物処理計画書

押片・出を
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佐藤 樹一郎 殿

所

名

住

氏

別府市亀川四の湯町5番19を

藤_療法人聡明会 児玉病院
理事長 川本 洋
0977 67 1611

医療法人聡明会 児玉病院事 業 場 の 名 称

別府市亀川 l'tlの湯町5器19号事 業 場 の 所 在 地

令和5年4月 1日 ～令和6年3月 3,日計 画 期 間

芝7

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①際療行為・検査等に伴う感染性廃棄物の発生

②各部署職員による収集
③感染性廃葉物保管場所へ・時保管
④契約している産業廃棄物収集通殿処理業者による回収処理

③事 業 の 種 類

115夢蕉②事 業 の 規 模

177名

病院

③従 業 員 数

一&
④産業廃棄物の “連
の処理の工程

(日 本工業規格 A列 4番 )



(第 2面 )

F込理に係る管理体制に関する事項

(管理体制図

r

→ → →
一

出の抑制に関する事項

【前年度 ( 令和4年度 )実績】

業廃棄物の種類 感染性廃葉物

排   鶏  量 122A45S t t

④綴,状
(これまでに実施モ/た取組 )

感染防止を配慮した とでの感染離の再認識
―で感染性を井感染性のさ

ら傘る分7」llを可能な段り実施したが、COVIと再19の影響と患者数,)増加

により感染性廃葉物は増加傾向となる

【欝標】

の種類 感染性廃葉物

排   出  量 100t t

②計画 (今後実施する予定の線組)

PCR検査等によリディスポーザブルのガウン等を頻繁に使う為、期減

は非常に厳しい状沈であるが、1年年に引き続き感染IIノヴ住を配感モ′た■

での感染性の再認識を行う。また、コr,ナ感染症が 5類になったこと

により防御の必要性等を検討し感染性とデr感染性のさらなる分別を

可能な轟長り実施するЭ

町に関する事項

③現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取糸胤)

COVD-19の影響により感染防1と強化が行われ感染性廃葉物の項翔が増

カロしているが、感染性と非感染性の細分f也を実施する

(今後分別する予定 tア)産業廃棄物の種類及び分別に甥する取組)

分男4内容を再検討し廃案逮の削減を測糠とする

防衛σサ必要性等を再検討 し廃棄物の斉1減に収り組む

医
療
安
全
委
員
会

姿託 t管理

産
業
廃
棄
物
連
搬
処
理
静
耳
業
者

病
院
長

総
務
課

各
部
著
れ
当

②計画



(第 3面 )

【前年度 ( 年度〕実績I

み産業廃梁物
φ)種類

t t
白あ再生廂1用を行つた

産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)
③現状

自ら行う産業廃乗物の再生不彗月に関する事項

【薗標】

Υ4 業廃葉物(7)種類

由ら再生琴1用を行う

産業廃葉物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取経)

角ら行う産業廃葉物の中間処理に関する事項

【前年度 ( 年度】実績】

の種類

自ら熱回収を行つた

産業廃棄物の量
t t

①現状
自ら中期処理により域量した

産業廃築物の登
t t

(これまでに実施と/た取組)

【日標】

4亀
の種類

自ら熱躍収を行う
t t

産 乗物の登

自ら中閥処理に良り激孟する
t t

灘 廃秦物 量②計画

(今後実施する予定の取納



(第 4函 )

【前年度 ( 年度)実績】

疵産業廃棄物の種類

t

自ら埋立処分巽様

勒 を行った

産業廃築物の豊

(これまでに実施した取,糸豊l

賛ス撃|

③現状

【掛標I

予し産業廃葉物の種類

t t

自ら蝶立処分巽蝶

脚 を行う

産業廃乗物の量

(今後実施する予定の取組)

【前年度 (令和4年度)実績】

の撃立処分災織潮韓裁恭纂分に関する事項白ら作予う

感染性廃棄物滋産業廃葉物の種類

t122.458t

t122マ 458t

tt

t t

tt

全 処 理 委 託 量

②計画

①現状

(これまでに実施 した取組)

処理の委託に関する事項



(第 5種 )

筆1引

②計画

【昌標】

脇藤業廃葉物の種類 感染性廃葉物

全 処 理 委 託 量 100t t

100t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)
PCR検査等によリディスポーザブルのガタン等を頻繁に使う為、肖J減

は非常に厳しい状況であるが、昨年1こ引き続き感染防止を麗慮したと

での感染機の再認識を行う。また、コロナ感染症が5類になったこと

により防御の必要性等を検討モノ感染性と非感染性のさらなる分郷を

可能な限り実施する。

※事務処理欄


